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平成30年第 6回天草市教育委員会定例会会議録 

1 期 日 平成30年 4月 26日（木）午後2時開会 

2 場 所 天草市役所 本庁 庁議室 

3 本会議に出席した教育委員 

       委  員  長  花 里 昌 直    委員長職務代理者  黒 鶴 進 治 

     委     員  行 合 八恵子      委     員   木  下 えり子    

 委    員  蓑 田 え り      教  育  長  石 井 二三男    

4 本会議に出席した事務局職員  

       教 育 部 長   森 下 洋 一     教育総務課長   柴 田 和 人           

学校教育課長  山 本 洋 介     生涯学習課長  菅 原 弘 晃 

学校給食課長  出 永  太      学校教育課審議員   沢 村 祐 介     

学校給食課審議員  井 上  聡      生涯学習課課長補佐    本 多 俊 隆     

学校教育課教務 1 係係長    濱 中 光 徳         教育総務課課長補佐   出 永 圭 史   

6 本会議に付した議題等 

（１）審議事項 

   議第１７号  臨時代理事項の承認について               （生涯学習課）   

   議第１８号  天草市小・中学校各種大会出場奨励金交付要綱の一部を改正する告示の    

          制定について                      （学校教育課） 

（２）協議・報告 

（１）離島高校生修学支援事業及び御所浦航路通学利便性強化事業について   （教育総務課）  

（２）平成３０年５月行事予定について                   （教育総務課） 

6 本会議の概要 

（１）開会 

花里委員長： ただ今から、平成３０年第６回天草市教育委員会定例会を開催する。傍聴人がいな 

いことを確認する。 

（２）前回会議録の承認 

花里委員長： 前回会議録の承認であるが、何かご意見はないか。ないようであれば承認してよろし 

いか。 

（全員承認する） 

（３）教育長報告 

石井教育長： 入学式・入園式は大変お世話になった。無事に学校も新年度のスタートを切ることが

できた。現在、校長・教頭が代わられた学校を訪問している。今日は天草市子ども民生

委員委嘱状交付式が行われ黒鶴委員にもお世話になった。これは社会福祉協議会の事業

であるが、平成２９年度に１０校で行われ、全国的にも珍しい取り組みで全国から注目

されている。その行き帰りに河浦小・河浦中学校に寄ったが、中学校は体育大会の練習

が始まっていた。生徒の対応も校長が根気強く対応している。それから、今年もライオ
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ンズクラブから中学校に移動式テントを５張寄付いただいた。また、有明小学校に２０

０万円を熊本機能病院会長の米満様から、牛深小・牛深中・牛深高等学校に各２００万

円の計６００万円を牛深出身の京都府で会社経営をされている池田様から寄付をいただ

いた。倉岳中に本の寄贈もしていただいた。もう１点、栖本小学校が読書活動において

文部科学大臣賞を受賞した。県内の小・中学校から１校であるので素晴らしいことであ

る。昨年の貸出冊数が１４０冊、一昨年が７０冊であった。須恵校長は１００冊が学力

向上のボーダーラインだということで取り組まれている。以上報告する。 

 （４）議案 

議第１７号 臨時代理事項の承認について 

花里委員長： 事務局から説明をお願いする。 

菅原生涯学習課長： 議案書１ページから２ページをお願いする。天草市勤労青少年ホーム館長については、

生涯学習課長が兼任することとしているが、平成３０年４月１日付け人事異動発令前に

教育委員会の会議を招集する時間的余裕がなかったため、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第２５条第１項及び天草市教育長に対する事務委任規則第２条第２項の規

定により代理したので、同条第３項の規定により報告し、承認をお願いするものである。

施設名：天草市勤労青少年ホーム、氏名：菅原弘晃、年齢、住所、経歴、任用期間につ

いては、記載のとおりである。 

花里委員長： 何か質問はないか。ないようであれば議第１７号については承認してよろしいか。 

（全員同意する） 

議第１８号 天草市小・中学校各種大会出場奨励金交付要綱の一部を改正する告示の制定について 

花里委員長： 事務局から説明をお願いする。 

山本学校教育課長： 議案書３ページから４ページ、資料１ページから２ページをお願いする。本件につ

いては、先月開催された第５回教育委員会臨時会において、天草市小・中学校各種大

会出場奨励金交付要綱の制定について提案し、議決をいただいたところである。しか

し、奨励金額の内容についてかかった経費に対しての補助としての性格が強いという

ことで、実際の支出において予算上は報償費としていたが、科目が馴染まないのでは

ないかとの指摘が財政課からあったため、今回奨励金額の内容を改正するものである。

主な改正点であるが、第６条の申請書の提出期限では、熊本県大会に出場する場合は、

大会開催後７日以内または年度末日のいずれかの早い時期に、熊本県大会より上位の

大会に出場する場合は、大会開催日の７日前までに改めている。これは、大会出場の

功績を称えるために交付するという奨励金の目的に合った交付時期とするため改正す

る。次に別表第４条関係についてであるが、奨励金額において熊本県大会出場する場

合は対象経費の６割、県大会より上位の大会に出場する場合は対象経費の８割までと

していたが、奨励金の目的に合った内容とするため改正する。具体的には１点目、天

草島内で開催される場合は１人当たり１千円で、この場合は宿泊費の加算はない。天

草以外で開催される熊本県大会については、自家用車利用の場合は１千円、公共交通

機関等を利用する場合は３千円とし、宿泊を伴う場合は１泊５千円を加算することと

した。２点目として、九州大会等については天草で開催される場合は１人当たり３千

円、熊本県内で開催される場合は１人当たり１万円、熊本県内及び沖縄県以外で開催

される場合は１人当たり１万５千円としている。３点目として、沖縄県で開催される

九州大会等については１人当たり３万円とし、全国大会については１人当たり５万円

と改正している。 

花里委員長： 事務局から説明があった。何か質問はないか。 

蓑田委員 ： 今までの奨励金の内容よりも今回の改正により手厚くなったと考えて良いのか。 
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山本学校教育課長： これまでは対象経費の割合で奨励金額を決定していたが、今回はある程度一律に大会

のクラスにより奨励金額を決定する。今までは遠いところで開催された場合はそれだけ

経費が必要となるため、支給金額は高くなっていた。今後は、以前と同一の大会であっ

ても支給額が多くなるとは限らない。 

花里委員長： 他に何か質問はないか。ないようであれば議第１８号については承認してよろしいか。 

（全員同意する） 

（５）協議・報告 

（１）離島高校生修学支援事業及び御所浦航路通学利便性強化事業について 

花里委員長： 事務局より説明をお願いする。 

柴田教育総務課長： 資料３ページをお願いする。平成２４年度の離島振興法の改正に伴い、本市では離島

地域となる御所浦町に居住して高校等に通学する場合の離島高校生修学費支援事業と、

この事業を補完し御所浦地域の振興策の一つとして実施する御所浦航路利便性強化事業

の２つの事業を実施している。これらの事業実施にあたって、補助金の交付要領の改正

を行ったため報告する。まず、離島高校生修学費支援事業の改正概要として、補助対象

者を御所浦町に生活の本拠として住所を有し、定期券購入費や下宿等に係る経費を負担

している保護者とするよう規定した。また、市税等の納入金を完納していることを補助

対象の要件として追加をしている。その他、年度途中に御所浦町に転入し補助要件を満

たす場合の開始月についての規定を新たに行った。（３）になるが、この事業では、本

渡や熊本市内等で高校に通学するため寮や下宿等に入居して通学する場合の下宿費等に

係る経費も補助対象としているが、この経費には食費、光熱水費、生活雑費等は含まな

いことを明記した。その他補助対象期間としては高等学校等を卒業するまでの３年間を

上限とする。補助金交付決定等の事務を円滑に進めるために補助金申請書の提出期限を

８月末から７月末までに改正した。 

       次に御所浦航路利便性強化事業については、御所浦から天草高校倉岳校に通学する高 

校生が定期船の就航していない朝夕の時間帯に通学する場合は海上タクシーを利用する 

ことになる。この海上タクシーの料金のうち、利用した通学生徒１人当たり２００円を 

乗じた額を差し引いた額を倉岳校の保護者会あて補助を平成２７年１２月から実施して 

いる。この様な中、昨年度保護者会から要望があり、定期船を利用しようにも利用でき 

ない朝夕の時間帯に通学しなければならない特殊な事情を勘案し、今回補助率の拡大を 

行う。内容として、御所浦から天草高校倉岳校へ通学する生徒で、定期船が利用できな 

い朝夕の時間帯の通学のため海上タクシーを利用する場合、これまで生徒１人当たり１ 

回２００円の自己負担をお願いしていたが、これを改正し、海上タクシー料金を熊本県 

と天草市で全額補助することとした。これらの改正は、平成３０年４月１日から適用す 

ることとしている。定例会資料の４ページから７ページにはそれぞれの交付要領の改正 

箇所が分かる資料を掲載しているのでご覧いただきたい。 

花里委員長： 何か質問等はないか。 

     （なしの声あり。） 

（３）平成３０年６月行事予定ついて 

柴田教育総務課長： 資料８ページをお願いする。５月の行事予定を記載している。５月９日（水）１３

時から天草郡市教育委員会連絡協議会役員会を天草総合庁舎で行う。これには花里委
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員長及び石井教育長に出席をお願いする。２０日（日）に中学校体育大会が計画され

ている。２５日（金）には五和農業情報センターにおいて教育委員会定例会を予定し

ている。この定例会では、６月補正予算を議題としているため、補正予算書等の調製

次第では日程の変更をすることが考えられるのでご了承いただきたい。２７日（日）

には小学校運動会が計画されている。なお、５月の行事ではないが６月１日（金）に

は１５時からポルト３階多目的ホールにおいて天草郡市教育委員会連絡協議会総会及

び教育委員研修会を開催することとしている。日程調整をお願いする。 

花里委員長： 他に何かないか。 

出永学校給食課長： 給食センターの民間委託についてであるが、栖本学校給食センターの業務をこの４月

より株式会社ワーカーパレス天草が行っている。現在順調に業務が行われていることを

報告する。 

森下教育部長： 自治功労表彰について、以前お知らせしたところであるが、閉会後であり当事者の黒

鶴教育委員長職務代理が不在であったため改めて報告する。３月５日（月）に黒鶴教育

委員長職務代理者が天草市表彰規程に基づき、教育委員を８年以上勤めていただいてい

るため自治功労表彰を受賞された。 

7 その他 

花里委員長： 他に何かないか。なければ以上をもって、本日の会議を閉じる。大変お疲れ様でした。 


